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時
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政
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策
債
）

　
　

臨
財
債
に
過
度
に
依
存
し
て
い
な
い
か

　

　
借
入
が
財
政
上
有
利
な
場
合
も
あ
る

財政問題

答 問
※

松沢 貞一 議員 

【
財
政
運
営
に
つ
い
て
】

現
状
の
健
全
性
の
レ
ベ
ル

村
長

は
実
質
公
債
費
比
率
が

％
を
下
回
る
見
込
み
で
、
数
字

23
年
度
決
算
数
値
で

問村
長

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

平
成
24
年
度
は
固
定
資
産

税
の
評
価
替
え
の
た
め
、

村
税
は
６
０
０
０
万
円
余
の
減
収

見
込
み
で
す
が
、
課
税
標
準
額
が

減
少
す
る
場
合
は
普
通
交
付
税
の

増
額
要
素
に
な
り
、
税
収
減
が
急

激
に
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
普
通
交
付
税
は

次
回
の
国
勢
調
査
ま
で
は
平
成
22

年
度
調
査
人
口
で
算
定
さ
れ
る
た

め
、
人
口
面
で
も
交
付
税
に
大
き

な
影
響
は
な
い
と
見
て
い
ま
す
。

財
政
規
模
も
平
成
４
年
度
頃
に
近

く
な
っ
て
お
り
、
当
時
に
比
較
し

て
村
税
収
入
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
投
資
事
業
を
計
画
的
に
行
う

こ
と
で
健
全
な
財
政
を
維
持
し
て

い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
臨
時
財
政
対
策
債
は
財
政

健
全
化
の
観
点
か
ら
は
過

度
に
依
存
し
な
い
ほ
う
が
健
全
で

は
。

村
長

通
常
、
起
債
と
は
社
会
資

本
整
備
を
世
代
間
で
平
等

に
負
担
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

建
設
事
業
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
交
付
税
の
財

源
不
足
を
補
填
す
る
目
的
で
創
設

さ
れ
た
起
債
で
あ
り
、
建
設
事
業

以
外
の
一
般
財
源
に
充
て
ら
れ
る

も
の
で
、
通
常
の
福
祉
や
維
持
管

理
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
年
度
に

元
利
分
が
１
０
０
％
交
付
税
措
置

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
単
年
度
負
担
の
平
準
化
や

建
設
事
業
の
一
般
財
源
分
の
世
代

間
負
担
な
ど
が
で
き
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
配
分
さ
れ
た
額
を
借

入
し
た
ほ
う
が
財
政
上
有
利
な
場

合
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
限
り
あ
る
財
源
を
よ
り
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
絶

え
ず
事
業
の
見
直
し
や
選
別
が
必

要
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。

村
長

３
年
間
の
実
施
計
画
を
策

定
し
、
毎
年
こ
れ
を
ロ
ー

リ
ン
グ
し
な
が
ら
事
業
を
組
み
立

て
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
中
・
長

期
的
な
財
政
計
画
と
も
リ
ン
ク
し

て
い
ま
す
の
で
、
事
業
の
取
捨
選

択
は
厳
格
に
行
っ
て
い
ま
す
。

問村
長

優
先
順
位
は
ど
の
よ
う
に

決
め
て
い
る
か
。

村
民
要
望
の
有
無
、
費
用

対
効
果
、
特
定
財
源
の
有

無
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
決
定

し
て
い
ま
す
。

的
に
は
財
政
は
健
全
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。
し
か
し
、
公
債
費
支
出
は

年
度
予
算
で
は
６
億
７
０

０
０
万
円
余
で
、
予
算
全
体
の

％
を
占
め
て
お
り
、
軽
く
な
っ

た
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。
危

機
的
な
状
況
は
去
っ
た
も
の
の
、

他
市
町
村
に
比
較
す
る
と
ま
だ
公

債
費
は
高
め
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

幻想的な一瞬（奈良井地域）


